
最近の河川環境施策等について

平成１４年６月６日

国土交通省河川局
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・高度経済成長
・急速な都市化
・公害問題

河川環境施策の変遷
　　　　昭和33年～　　　　昭和40年　　　　　　　　　　　　　　昭和56年　　　　　　　　　昭和58年　　　　　　　　　　　平成2年～　　　　　　　　　平成7年　　　平成9年　　　平成14年

　　昭和30年　　　　　　　　昭和40年　　　　　　　　　　　　昭和50年　　　　　　　　　　　　昭和60年　　　　　　　平成元年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成10年

水質汚濁
改善

オープンスペー
スの確保

親水性向上

河川環境管理の
基本的考え方の確立Ⅰ

まちづくりとの
一体化

生態系の重視 安全でおいしい水
への期待

河川環境管理の
基本的考え方の確立Ⅱ

【
社
会
の
動
き
】

【
河
川
行
政
の
対
応
】

河川環境の整備と保
全を河川法の目的化

自然再生の要請

　　　　　　　　 〈S47自然環境保全法〉

　　　　　　 〈S46環境庁設立〉

〈S42公害対策基本法〉

　　　〈S45水質汚濁防止法〉

〈H4絶滅の恐れのある野生動物の種の保存に関する法律〉
〈H4ｱｼﾞｪﾝﾀﾞ21〉
　　〈H5環境基本法〉
　　　　〈H6環境政策大網〉
　　　　〈H6環境基本計画〉

〈H9環境影響評価法〉

・ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽの減少
・親水性へのﾆｰｽﾞ

・河川環境施策の推進
・理念の確立の必要性

・まちづくりの展開
・歴史・景観・文化の重視
・うるおいのある
　水環境への関心

・自然愛護思想の高まり
・地球環境問題への関心
・安全でおいしい水へのﾆｰｽﾞ
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〈S33水質の保全に関する法律〉

〈S33工場廃水の規制の法律〉
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良好な河川環境の保全・復元に関する施策の体系化

事業
実施型

調査 計画 設計 実施 維持・管理

河川水辺の
国勢調査

多自然型川づくり
（配慮型）

環境アセス

整備計画
魚がのぼりやすい川づくり

（配慮型）　　

マネジ
メント型

水量・水質の
一体調査

生態学術研究

自然再生事業（目的型）

河道・河床

水量・水質

マネジメントにマネジメントにマネジメントにマネジメントに
向けた充実向けた充実向けた充実向けた充実

環境目標環境目標環境目標環境目標
の確立の確立の確立の確立

配慮型から目的型へ配慮型から目的型へ配慮型から目的型へ配慮型から目的型へ
多様な主体の参画多様な主体の参画多様な主体の参画多様な主体の参画
による維持・管理による維持・管理による維持・管理による維持・管理

アドプト・プログラム
（ＮＰＯ等による
自主的管理）

（段階的施工）

アダプティブ・マネジメント

整備計画

河川環境管理
基本計画



21 .0km

22.0km

産卵場
アユ？
サケ？
サクラマス？

トロ
ワカサギ 1
カマキリ
（ｱﾕｶｹ） 1

平瀬
アカザ 1

瀬不明
アカザ 1

カワヂシャ
ゴキヅル
タコノアシ

アオサギ 2
アオジ5
ウグイス 2
オオタカ 1
ミヤマホオジロ6

アオジ3
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イカル 1

アオサギ 1
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イカル 26
カワウ 1
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イカル 30
カワウ 1

ウグイス 1 イカル 17

アオサギ 2

イカル 61①

アオジ1

カワウ 1

〔魚類〕
　緑文字は純淡水魚、青文字は回遊魚を示す。
〔鳥類〕
　青文字のは水辺の鳥類、黄緑文字は草地の鳥類、緑文字は
樹林の鳥類、丸数字については繁殖個体数を示している。

アオサギ 2
オオヨシキリ 1①
キビタキ 1
フクロウ 1①

アオサギ 8⑧
ウグイス 1①
オオヨシキリ 3③

アオサギ 10
イソシギ 1
オオヨシキリ 6⑤

アオサギ 1
イカルチド
リ 2
オオヨシキ
リ 1①
カワセミ1

アオジ1
イソシギ1

アオサギ 1
オオヨシキリ 2②
ダイサギ 1

アオサギ 2
ウグイス 1①
オオヨシキリ 1①
ダイサギ 2

ウグイス 1①
オオヨシキリ 1①
ダイサギ 1

アオサギ 1
ウグイス 1①

アオサギ 1

イカル 1①
ウグイス 1①

ウグイス 1①

サギ類の集団営巣地
・アオサギ：　10羽 当該地区で最も大きくまとまった河畔林

（ケヤキ－ムクノキ群落）

畑と休耕地に形成されたアレチウリ群落

比較的緩やかな流れの瀬比較的緩やかな流れの瀬比較的緩やかな流れの瀬比較的緩やかな流れの瀬

　19.0～20.0kmおよび21.0～22.0kmは、 20.0～21.0kmの区間よりも砂州の
発達が見られず、河道幅が広くなっており、比較的緩やかな流れの瀬が形成さ
れていると考えられる。このような瀬を利用するカマキリやアカザ等の礫床を利
用する魚類の他、アユの産卵床等が形成されている。また上流部の蓼川井堰

での多くの回遊魚の遡上阻害から、当該地区の瀬等を産卵場として利用する
回遊魚も多いと推定される。

まとまった河畔林まとまった河畔林まとまった河畔林まとまった河畔林
　当該地区20.0～22.0km付近の落葉広葉樹を主体とした河畔林は円山川本川で最も
大きくまとまった河畔林である。当該地区にはフクロウやカワアイサ等の樹洞をねぐらと

する鳥類も確認されており、これらの鳥類の重要な生息地である可能性がある。また
20.4～20.6kmの河畔林ではサギの集団営巣地も確認されている。

耕作地と草原耕作地と草原耕作地と草原耕作地と草原

　19～21km付近の耕作地と放棄畑に形成された一年生草
本群落にはオオヨシキリ、ミヤマホオジロ、アオジ、ウグイス、
イカル等、平地から低山に至る草原や藪などに生息するさ
まざまな鳥類が生息・繁殖している。

まとまった礫河原まとまった礫河原まとまった礫河原まとまった礫河原
　当該地区の19～21kmの砂礫堆は円山川本川で最も大きくまとまった礫河原
であり、ツルヨシやカワラヨモギ等が繁茂する。またイカルチドリやイソシギ等の

礫河原を繁殖地とする生物の円山川唯一の生息地となっている。

アオジ2
カワアイサ 1
カワウ 1

河川水辺の国勢調査　河川環境情報図に利用



世界最大級の実験水路を有する研究施設「自然共生研究セン
ター（平成１０年設立）」における平成１２年研究成果

設置目的設置目的設置目的設置目的

○○○○瀬・淵等の河川形状と生物の生息状況との関係についての研究瀬・淵等の河川形状と生物の生息状況との関係についての研究瀬・淵等の河川形状と生物の生息状況との関係についての研究瀬・淵等の河川形状と生物の生息状況との関係についての研究

○冠水頻度と植物の繁茂の状況に関する研究○冠水頻度と植物の繁茂の状況に関する研究○冠水頻度と植物の繁茂の状況に関する研究○冠水頻度と植物の繁茂の状況に関する研究
○流量の変動が河川環境に与える影響に関する研究○流量の変動が河川環境に与える影響に関する研究○流量の変動が河川環境に与える影響に関する研究○流量の変動が河川環境に与える影響に関する研究
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研究成果（直線河道と蛇行河道での魚類の生息量の違い）研究成果（直線河道と蛇行河道での魚類の生息量の違い）研究成果（直線河道と蛇行河道での魚類の生息量の違い）研究成果（直線河道と蛇行河道での魚類の生息量の違い）

種数では、11月以降、個体数では、10月以降、

直線河川と蛇行河川との差が大きくなっている
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直線河川　　魚類のべ５目８科２２種
蛇行河川　　魚類のべ５目８科２６種

種数の比較種数の比較種数の比較種数の比較 現存量の比較現存量の比較現存量の比較現存量の比較



鋼矢板三面張りの河川を自然豊かな河川へ再生
～和泉川（神奈川県）～

施行前（平成５年） 施行後（平成７年）



【整備前】

【整備後】

サケが上流まで上がって自然産卵するよう
になると考え、平成13年3月に魚道を設置。

落差約２ｍ落差約２ｍ落差約２ｍ落差約２ｍ

漁川における魚道の設置効果

平成平成平成平成13131313年年年年3333月現在月現在月現在月現在

漁
　
川

平成平成平成平成13131313年年年年3333月現在月現在月現在月現在

平成平成平成平成11111111年時点年時点年時点年時点

平成平成平成平成11111111年時点年時点年時点年時点モデル河川名モデル河川名モデル河川名モデル河川名
●

魚の遡上可能区間魚の遡上可能区間魚の遡上可能区間魚の遡上可能区間

い ざ り が わ

石狩川水系「魚がのぼりやすい川づ石狩川水系「魚がのぼりやすい川づ石狩川水系「魚がのぼりやすい川づ石狩川水系「魚がのぼりやすい川づ
くり推進モデル事業」の進捗くり推進モデル事業」の進捗くり推進モデル事業」の進捗くり推進モデル事業」の進捗



～自然と共生する社会の実現に向けて～～自然と共生する社会の実現に向けて～～自然と共生する社会の実現に向けて～～自然と共生する社会の実現に向けて～
◇環境保全を主目的においた初めての河川事業がスタート。

◇これまでの実施計画による事業と違い、自然のレスポンスを見ながら
　 順応的、段階的に施工する２１世紀型の新しい公共事業。

◇ＮＰＯ等との積極的な連携を目指し、その活動を支援。

◇①生物の良好な生息・生育環境
　 ②水質浄化機能
　 ③環境教育の場
　 ④遊水機能、などを有する河川環境を実現。

湿地の再生
�河床低下などにより乾燥化する湿地について冠水頻度を増加
　させることにより湿地環境を再生
�上流からの土砂流入を防止し湿地環境を再生
�既存の洪水調節池内において多様な湿地環境を再生
�コンクリート化された湖岸の環境を再生

自然河川の再生
�旧河道を活かし蛇行河川を再生

�河畔林の再生

河口部の干潟再生
�水制工を設置することなどにより干潟を再生

自然再生・ウエットランド再生の取り組み



・水辺林、土砂調整池による土砂流入の防止
・植林などによる保水、土砂流入防止機能の向上
・湿原の再生
・湿原植生の制御
・蛇行する河川への復元
・水環境の保全
・野生生物の生息・生育環境の保全
・湿原景観の保全
・湿原の調査と管理に関する市民参加
・保全と利用の共通認識
・環境教育の推進
・地域連携・地域振興の推進

1947年

湿原面積　　　２４５．７ｋｍ２

ハンノキ面積　 ２１．０ｋｍ２

湿原面積　　　１９４．３ｋｍ２

ハンノキ面積　 ７１．３ｋｍ２

1999年

釧路湿原の河川環境保全釧路湿原の河川環境保全釧路湿原の河川環境保全釧路湿原の河川環境保全
～釧路川（北海道）～

流域における12の湿原保全対策 釧路湿原の河川環境保全に関するパートナーシップ図

○近年の流域の経済活動の拡
大等に伴い湿原面積が著しく
減少。

○長期的な目標としてはラムサー
ル条約登録当時（１９８０年）の
環境への回復。短期的には西
暦２０００年現在の状況を維持
保全。



エコロジカル・ネットワークエコロジカル・ネットワーク 核となる複数の自然地を、川や森林な
どの自然地でネットワーク化すること

＜ポイント＞
◆休息・繁殖など、生活の目的によって異なるタイ
プの自然地を利用する生き物の移動が可能。
◆他の集団と遺伝子交流が容易になることで、同じ
集団内での近親交配を避け、環境の変化に対応。

　ネットワークの第一歩は、生態系
が健全に機能し、ある程度まとまり
をもった「核」となる自然を守り、そ
の自然を更に回復させることです。

　次に、飛び飛びに存在するネットワー
クの「核」となる自然をつなげやすい
ように、それらの自然の間に「中継ぎ
となる緑地や湿地」などを復元します。

　そうした自然を大小の川、自然堤
防上の屋敷林、谷地などに連続して
見られる湿地、大地の緑の斜面林な
どでつなぎ、ネットワーク化します。



河川における水量・水質・土砂の課題と対応

これまで・・・

これから・・・

正常流量の確保正常流量の確保正常流量の確保正常流量の確保

→安定取水のため　→安定取水のため　→安定取水のため　→安定取水のため　
最低必要量の確保最低必要量の確保最低必要量の確保最低必要量の確保

流量の変動や攪流量の変動や攪流量の変動や攪流量の変動や攪
乱を伴った自然乱を伴った自然乱を伴った自然乱を伴った自然
で豊かな清流ので豊かな清流ので豊かな清流ので豊かな清流の
回復回復回復回復

水量確保水量確保水量確保水量確保 水質保全水質保全水質保全水質保全 土砂管理土砂管理土砂管理土砂管理

　環境基準の達成　環境基準の達成　環境基準の達成　環境基準の達成

→水質汚濁防止の　→水質汚濁防止の　→水質汚濁防止の　→水質汚濁防止の　
ための河川浄化対策ための河川浄化対策ための河川浄化対策ための河川浄化対策

おいしい水、安心おいしい水、安心おいしい水、安心おいしい水、安心
して泳げる水、美して泳げる水、美して泳げる水、美して泳げる水、美
しさの視点しさの視点しさの視点しさの視点

　河床の安定　河床の安定　河床の安定　河床の安定

→河床掘削や砂利→河床掘削や砂利→河床掘削や砂利→河床掘削や砂利
採取の規制の実施採取の規制の実施採取の規制の実施採取の規制の実施

水系一貫で考え　水系一貫で考え　水系一貫で考え　水系一貫で考え　
た、適正な土砂　　た、適正な土砂　　た、適正な土砂　　た、適正な土砂　　
の移動量の管理の移動量の管理の移動量の管理の移動量の管理



流水の正常な機能を維持するため必要な流量流水の正常な機能を維持するため必要な流量流水の正常な機能を維持するため必要な流量流水の正常な機能を維持するため必要な流量流水の正常な機能を維持するため必要な流量流水の正常な機能を維持するため必要な流量流水の正常な機能を維持するため必要な流量流水の正常な機能を維持するため必要な流量

総　合　的　に　考　慮

流水の占用流水の占用流水の占用流水の占用

　　　　　　　　　　　　　　　　その他その他その他その他
・舟運　　　・漁業・舟運　　　・漁業・舟運　　　・漁業・舟運　　　・漁業
・塩害の防止・塩害の防止・塩害の防止・塩害の防止
・河口閉塞防止・河口閉塞防止・河口閉塞防止・河口閉塞防止
・河川管理施設の保護・河川管理施設の保護・河川管理施設の保護・河川管理施設の保護
・地下水の維持　・地下水の維持　・地下水の維持　・地下水の維持　etc

流水の清潔の保持流水の清潔の保持流水の清潔の保持流水の清潔の保持

人と河川の豊かな人と河川の豊かな人と河川の豊かな人と河川の豊かな
ふれあいふれあいふれあいふれあい

EEボートによる水面利用ボートによる水面利用ボートによる水面利用ボートによる水面利用ボートによる水面利用ボートによる水面利用ボートによる水面利用ボートによる水面利用

動植物の生息地または動植物の生息地または動植物の生息地または動植物の生息地または
生育地の状況生育地の状況生育地の状況生育地の状況

鮎の遡上の状況

景観・観光景観・観光景観・観光景観・観光

河畔の植生に映える豊かな水量河畔の植生に映える豊かな水量河畔の植生に映える豊かな水量河畔の植生に映える豊かな水量河畔の植生に映える豊かな水量河畔の植生に映える豊かな水量河畔の植生に映える豊かな水量河畔の植生に映える豊かな水量

河川環境河川環境河川環境河川環境 水　利　用水　利　用水　利　用水　利　用

水質基準による評価水質基準による評価水質基準による評価水質基準による評価

水利権流量等の確保水利権流量等の確保水利権流量等の確保水利権流量等の確保
・・・・灌漑用水灌漑用水灌漑用水灌漑用水
・工業用水・工業用水・工業用水・工業用水
・環境用水　・環境用水　・環境用水　・環境用水　etc

　良質な水質・水量の確保　
　　　～多面的な要素を鑑みた流量設定～



河川の美しさ河川の美しさ河川の美しさ河川の美しさ河川の美しさ河川の美しさ河川の美しさ河川の美しさ 水辺で遊ぶ快適性水辺で遊ぶ快適性水辺で遊ぶ快適性水辺で遊ぶ快適性水辺で遊ぶ快適性水辺で遊ぶ快適性水辺で遊ぶ快適性水辺で遊ぶ快適性 生物の豊かさ生物の豊かさ生物の豊かさ生物の豊かさ生物の豊かさ生物の豊かさ生物の豊かさ生物の豊かさ 飲み水のおいしさ・安全性飲み水のおいしさ・安全性飲み水のおいしさ・安全性飲み水のおいしさ・安全性飲み水のおいしさ・安全性飲み水のおいしさ・安全性飲み水のおいしさ・安全性飲み水のおいしさ・安全性

透明度、ゴミ等透明度、ゴミ等透明度、ゴミ等透明度、ゴミ等透明度、ゴミ等透明度、ゴミ等透明度、ゴミ等透明度、ゴミ等

糞便性大腸菌群数、糞便性大腸菌群数、糞便性大腸菌群数、糞便性大腸菌群数、糞便性大腸菌群数、糞便性大腸菌群数、糞便性大腸菌群数、糞便性大腸菌群数、

透明度等透明度等透明度等透明度等透明度等透明度等透明度等透明度等
Ｄ０、窒素、リン等Ｄ０、窒素、リン等Ｄ０、窒素、リン等Ｄ０、窒素、リン等Ｄ０、窒素、リン等Ｄ０、窒素、リン等Ｄ０、窒素、リン等Ｄ０、窒素、リン等 アンモﾆア性窒素等アンモﾆア性窒素等アンモﾆア性窒素等アンモﾆア性窒素等アンモﾆア性窒素等アンモﾆア性窒素等アンモﾆア性窒素等アンモﾆア性窒素等

河川環境へのニーズの多様化河川環境へのニーズの多様化

（問題点）　　水質改善から、親水、生態系保全、美しい景観等へニーズが多様化（問題点）　　水質改善から、親水、生態系保全、美しい景観等へニーズが多様化（問題点）　　水質改善から、親水、生態系保全、美しい景観等へニーズが多様化（問題点）　　水質改善から、親水、生態系保全、美しい景観等へニーズが多様化

国民にわかりやすい国民にわかりやすい国民にわかりやすい国民にわかりやすい
事業計画と事業選定事業計画と事業選定事業計画と事業選定事業計画と事業選定

事業に対する理解事業に対する理解事業に対する理解事業に対する理解

国民にわかりやすい国民にわかりやすい国民にわかりやすい国民にわかりやすい
水質状況の公表水質状況の公表水質状況の公表水質状況の公表

利用の促進、参加型利用の促進、参加型利用の促進、参加型利用の促進、参加型
の調査、事業の促進の調査、事業の促進の調査、事業の促進の調査、事業の促進

新しい水質指標新しい水質指標新しい水質指標新しい水質指標新しい水質指標新しい水質指標新しい水質指標新しい水質指標

高まる良好な水環境へのニーズの多様化高まる良好な水環境へのニーズの多様化

効　果効　果効　果効　果効　果効　果効　果効　果
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河川事業河川事業

下水道事業下水道事業

市町村や地域住民
などの取り組み

市町村や地域住民
などの取り組み

●河川浄化事業
●流水保全水路
●ダム貯水池水質保全事業
●その他

●河川浄化事業
●流水保全水路
●ダム貯水池水質保全事業
●その他

●公共下水道事業
●流域下水道事業
●都市下水路事業
●特定環境保全公共下水道

●公共下水道事業
●流域下水道事業
●都市下水路事業
●特定環境保全公共下水道

●水路などの水質浄化事業
●合併処理浄化槽の設置
●農業集落排水事業
●畜産排水対策
●雨水浸透施設の設置
●美化清掃活動
●排水規制
●その他

●水路などの水質浄化事業
●合併処理浄化槽の設置
●農業集落排水事業
●畜産排水対策
●雨水浸透施設の設置
●美化清掃活動
●排水規制
●その他

第二期水環境改善緊急行動計画（清流ルネッサンスⅡ）
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計画当初の１／３以下に改善 計画目標を上回る整備率を達成
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清流ルネッサンス２１の効果

水郷松江のシンボル「松江堀川」の復活

↑昭和50年頃の水質汚濁

　 が深刻な松江堀川
　

　

↓平成9年に就航した遊覧船
　　（年間20万人が利用）

　

←平成8年に導水を開始

　　した後の松江堀川
　

松江堀川浄化事業の概要松江堀川浄化事業の概要松江堀川浄化事業の概要松江堀川浄化事業の概要

導水前 導水後

導水事業等 約１２億円（建設省）　　　　　　　
浚渫等 　　　約　７億円（島根県、松江市）

10.0

3.2

平成2～5年平均値 平成11年

BOD

１５ppm
BOD

１０ppm
BOD

３ppm

※BODBODBODBOD：：：：水の中の微生物がよごれを分解するときには、酸素

が使われます。よごれが多いと使われる酸素の量も多くなっ

てきます。この酸素の量を表したものを BOD（生物化学的酸

素要求量）といいます。

導水前後の水質（導水前後の水質（導水前後の水質（導水前後の水質（BODBODBODBOD※））））

BOD75%値



ダイオキシン類・環境ホルモン問題への対応ダイオキシン類・環境ホルモン問題への対応

ダイオキシン類ダイオキシン類ダイオキシン類ダイオキシン類ダイオキシン類ダイオキシン類ダイオキシン類ダイオキシン類ダイオキシン類ダイオキシン類ダイオキシン類ダイオキシン類

・水質は概ね低レベル、底質は一部地点で高　
濃度汚染を確認
・水質中のﾀﾞｲｵｷｼﾝ類は懸濁物質、底質中の　
ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類は主にシルト・粘土分に含まれて　
いる傾向

・水質は概ね低レベル、底質は一部地点で高　
濃度汚染を確認
・水質中のﾀﾞｲｵｷｼﾝ類は懸濁物質、底質中の　
ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類は主にシルト・粘土分に含まれて　
いる傾向

環境ホルモン環境ホルモン環境ホルモン環境ホルモン環境ホルモン環境ホルモン環境ホルモン環境ホルモン環境ホルモン環境ホルモン環境ホルモン環境ホルモン

　

　　・全国調査（109水系、131地点）

　　・流入実態把握調査（多摩川、桂川）
　　・魚類調査（5河川、10地点）

　　・全国調査（109水系、131地点）

　　・流入実態把握調査（多摩川、桂川）
　　・魚類調査（5河川、10地点）

・一部の物質の検出割合は概ね経年的に減少
・　ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙAは河川内で減少している可能性

・一部の雄コイの血液中からﾋﾞﾃﾛｹﾞﾆﾝが検出さ
　れたものがあることを確認

・一部の物質の検出割合は概ね経年的に減少
・　ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙAは河川内で減少している可能性

・一部の雄コイの血液中からﾋﾞﾃﾛｹﾞﾆﾝが検出さ
　れたものがあることを確認

平成平成平成平成12年度迄の調査結果年度迄の調査結果年度迄の調査結果年度迄の調査結果

平成平成平成平成12年度の調査年度の調査年度の調査年度の調査

　　・全国調査（109水系、245地点）
　　・存在形態の調査（21地点）等

　　・全国調査（109水系、245地点）
　　・存在形態の調査（21地点）等

平成平成平成平成12年度迄の調査結果年度迄の調査結果年度迄の調査結果年度迄の調査結果

平成平成平成平成12年度の調査年度の調査年度の調査年度の調査

　　・監視の継続
　　・汚染された底質除去の方策検討

　　・監視の継続
　　・汚染された底質除去の方策検討

　　・監視の継続
　　・未解明部分の調査研究の継続

　　・監視の継続
　　・未解明部分の調査研究の継続

今後の対応今後の対応今後の対応今後の対応今後の対応今後の対応今後の対応今後の対応
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m
3
/s

現況　0.26m3/s現況　0.26m3/s現況　0.26m3/s現況　0.26m3/s

撮影：H13.7.17 西大滝ダム0.3m3/s放流

（現状）
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

m
3
/s

 1/  1～ 3/3 1　  0.2 6m3/s 1/  1～ 3/3 1　  0.2 6m3/s 1/  1～ 3/3 1　  0.2 6m3/s 1/  1～ 3/3 1　  0.2 6m3/s
 4/  1～ 5/3 1　  5.6 6m3/s 4/  1～ 5/3 1　  5.6 6m3/s 4/  1～ 5/3 1　  5.6 6m3/s 4/  1～ 5/3 1　  5.6 6m3/s
 6/  1～ 7/ 9　 12.1 6m3/s 6/  1～ 7/ 9　 12.1 6m3/s 6/  1～ 7/ 9　 12.1 6m3/s 6/  1～ 7/ 9　 12.1 6m3/s
 7/ 10～ 9/1 0 　 7.8 1m3/s 7/ 10～ 9/1 0 　 7.8 1m3/s 7/ 10～ 9/1 0 　 7.8 1m3/s 7/ 10～ 9/1 0 　 7.8 1m3/s
 9/ 11～ 9/3 0　 12.1 6m3/s 9/ 11～ 9/3 0　 12.1 6m3/s 9/ 11～ 9/3 0　 12.1 6m3/s 9/ 11～ 9/3 0　 12.1 6m3/s
10/  1～11/1 0   19 .71m3/ s10/  1～11/1 0   19 .71m3/ s10/  1～11/1 0   19 .71m3/ s10/  1～11/1 0   19 .71m3/ s
11/ 11～11/3 0　  5.6 6m3/s11/ 11～11/3 0　  5.6 6m3/s11/ 11～11/3 0　  5.6 6m3/s11/ 11～11/3 0　  5.6 6m3/s
12/  1～12/3 1　  0.2 6m3/s12/  1～12/3 1　  0.2 6m3/s12/  1～12/3 1　  0.2 6m3/s12/  1～12/3 1　  0.2 6m3/s

現況　0.26m3/s現況　0.26m3/s現況　0.26m3/s現況　0.26m3/s

12.16m3/s12.16m3/s12.16m3/s12.16m3/s

5.66m3/s5.66m3/s5.66m3/s5.66m3/s

7. 81m3/s7. 81m3/s7. 81m3/s7. 81m3/s

12.16m3/s12.16m3/s12.16m3/s12.16m3/s

19.71m3/s19.71m3/s19.71m3/s19.71m3/s

5.66m3/s5.66m3/s5.66m3/s5.66m3/s

撮影：H13.7.20 西大滝ダム21.4m3/s放流

（清流回復後）

最大７６倍に最大７６倍に最大７６倍に最大７６倍に

増量増量増量増量

東京電力　西大滝ダム

魚道の放流量魚道の放流量魚道の放流量魚道の放流量
0.260.260.260.26mmmm3333/s/s/s/s

維持流量７維持流量７維持流量７維持流量７mmmm3333/s/s/s/s

宮中取水ダム宮中取水ダム宮中取水ダム宮中取水ダム

信濃川発電所信濃川発電所信濃川発電所信濃川発電所

千手発電所千手発電所千手発電所千手発電所

魚野川魚野川魚野川魚野川

信濃川信濃川信濃川信濃川

小千谷第二小千谷第二小千谷第二小千谷第二
発電所発電所発電所発電所小千谷発電所小千谷発電所小千谷発電所小千谷発電所

西大滝ダム西大滝ダム西大滝ダム西大滝ダム

３１７３１７３１７３１７

１７１１７１１７１１７１

１７１１７１１７１１７１

２２０２２０２２０２２０ ３００３００３００３００
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信濃川中流域の清流回復



32%

32%

36%

全発電所数
　１５５１発電所
減水区間総距離
　約９５００㎞

ガイドライン該当発電所
　５０５発電所
減水区間距離
　約６１００㎞

ガイドライン非該当発電所
　１０４６発電所
減水区間距離
　約３４００㎞

平成１２年３月３１日現在、建設省調べ

ガイドライン未処置
　２３８発電所
減水区間距離
　約３０００㎞

ガイドライン処置済
　２６７発電所
減水区間距離
　約３１００㎞

清流回復清流回復清流回復清流回復

今後の課題

全発電所数　１５５１発電所
減水区間総距離約９５００ｋｍ

ガイドラインによる清流回復延長（一級水系）



取水による水無川の清流回復の推進取水による水無川の清流回復の推進

減水区間の状況減水区間の状況減水区間の状況減水区間の状況

発電所

取水堰
調整水槽

減水区間

国土交通省所管ダム

発電所

取水堰
調整水槽

水量回復区間

国土交通省所管ダム

～既存ダム容量の活用による維持流量放流～～既存ダム容量の活用による維持流量放流～～既存ダム容量の活用による維持流量放流～～既存ダム容量の活用による維持流量放流～

既存ダム容量が活用されていない

需要未発生

需要発生

有効活用

既存ダム容量を

活用した放流

水量の回復水量の回復水量の回復水量の回復

これまでは これからは

需要未発生

需要発生



流量変動の必要性

流量変動がないと河川の生態系が不自然なものとなる

【魚類】
礫間にシルト等がたまるな
ど、礫質の河床に産卵する
魚類の産卵場の減少

【底生生物】
造網性トビケラ類が増加
し、カゲロウ類などの匍匐
性の底生生物が排除され
る。

【付着藻類】
剥離更新がなされず、藻類
の腐敗が進行。
アオミドロ等の糸状性藻類
が繁茂。

流量変動が少ないと

フラッシュ放流等適切な流量変動の確保が重要フラッシュ放流等適切な流量変動の確保が重要フラッシュ放流等適切な流量変動の確保が重要フラッシュ放流等適切な流量変動の確保が重要

・維持流量のあり方研究会の設立
・試験放流の実施
・運用面の一般化

河川整備の計画に河川整備の計画に河川整備の計画に河川整備の計画に
反映反映反映反映



平成平成平成平成 12121212 年度年度年度年度    弾力的管理試験による河川環境の改善効果弾力的管理試験による河川環境の改善効果弾力的管理試験による河川環境の改善効果弾力的管理試験による河川環境の改善効果    
■■■■    フラッシュ放流による効果フラッシュ放流による効果フラッシュ放流による効果フラッシュ放流による効果    
■寒河江ダム（東北地方整備局） 
活用目的 ：よどみにおける浮遊緑藻類の流掃 
 

活用結果 ：フラッシュ放流により、よどみの浮遊緑藻類が
流掃され、臭気および景観が改善されました。 

 

【浮遊緑藻類の流掃状況（10m3/sのフラッシュ放流前後の比較）】 
放流前            放流後 

 
 
 
 

浮遊緑藻類が溜まっている状態。    フラッシュ放流で浮遊緑
藻類が流されました。 

さ　　が　　えさ　　が　　えさ　　が　　えさ　　が　　え

平成１２年度　弾力的管理試験による河川環境の改善効果
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発
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木曽川水系における年降水量と開発水量の変化



主要な一級水系のダム等の現況利水安全度

筑 後 川（福岡周辺）

重 信 川（松山周辺）

吉 野 川（高松,徳島）

太 田 川（広島周辺）

淀　　 川（大阪周辺）

矢 作 川（豊田周辺）

豊　　 川（豊橋周辺）

木 曽 川（尾張地域）

手 取 川（金沢周辺）

信 濃 川（新潟周辺）

相 模 川（横浜周辺）

荒　　 川（浦和周辺）

利 根 川（首 都 圏）

名 取 川（仙台周辺）

最 上 川（山形周辺）

岩 木 川（弘前周辺）

石 狩 川（札幌周辺）

水系名（地　　域）

1/2 1/5 1/20 1/50 1/100
利水安全度通常の計画利水安全度

1/101/1

1/2(2年に１回程度）

1/4（４年に１回程度）

1/5（５年に１回程度）

1/3（３年に１回程度）

1/13（１３年に１回程度）

1/4（４年に１回程度）

1/4（４年に１回程度）

1/3（３年に１回程度）

1/37（３７年に１回程度）

1/6（６年に１回程度）

1/4（４年に１回程度）

1/3（３年に１回程度）

1/2（２年に１回程度）

1/30（３０年に１回程度）

1/25（２５年に１回程度）

1/6（６年に１回程度）

1/17（１７年に１回程度）

注）１．本図は、対象水系の図中（）書きの地域に対するダム等の都市用水補給の安全度を
表現したものであり、必ずしも対象水系に係る全ての利水の安全度や当該地域全体
の利水の安全度を表現したものではありません。

２．建設省作成（平成７年度）



水の効率的
利活用

水源水質の
保全・向上

○

×

河岸等の多自然化

谷戸の保全

グラウンドにおける貯留浸透

透水性舗装

雨水貯留浸透枡

健全な水循環系の構築のための総合的な取り組み健全な水循環系の構築のための総合的な取り組み

河川の直接浄化

浄化前 浄化後

水辺環境の整備（水辺の楽校）

水循環モデル水循環モデル水循環モデル水循環モデルによる水循環系の検討による水循環系の検討による水循環系の検討による水循環系の検討

地方自治体による水循環改善のための地方自治体による水循環改善のための地方自治体による水循環改善のための地方自治体による水循環改善のための
計画づくりの支援計画づくりの支援計画づくりの支援計画づくりの支援（ガイドライン）（ガイドライン）（ガイドライン）（ガイドライン）

官民の役割分担による官民の役割分担による官民の役割分担による官民の役割分担による
総合的な施策の展開総合的な施策の展開総合的な施策の展開総合的な施策の展開

水源かん養力の
保全向上

雨水貯留浸透

雨水の再利用

透水性舗装

良好な水辺環境
の確保

都市内の水路
の浄化

河川の浸透機能
の回復



　流域一貫となった総合的な土砂管理の推進

　土砂管理上の問題が顕在化している流域において、土砂移動の連続性の確保、環境への負荷軽減等を図るため流域として計画
的に各種対策を実施するとともに、土砂移動に関する調査に基づいた管理体制を整備し、美しく豊かな国土づくりに資する。

流砂系

土砂の量と

質に関する
モニタリング

土砂の上下流
バランスを考

慮した総合的
な土砂管理

施策２

ダムの堆砂対策を推進

ダムの排砂バイパス
・排砂設備の配置
・ﾀﾞﾑに貯まった土砂を自然に流

すためのバイパストンネル等

河床低下対策
（河岸・堤防の侵食対策）

【縦工】

環境対策

（魚類等の待避対策）

【魚道工】

効　　果
・海浜の再生

施策３

海浜の再生に向けた調
整システムの構築

砂防えん堤・多目的ﾀﾞﾑの
堆積土砂等を除石・搬送し

、海岸の養浜等への活用

越波・侵食対策

（面的防御による対策）

【人工ﾘｰﾌ】

ｽﾘｯﾄ砂防えん堤　　　　　　　施策１

防災機能を確保し、適切に土
砂を供給する砂防事業の推進

・山腹工、砂防樹林帯の整備
・ｵｰﾌﾟﾝﾀｲﾌﾟの砂防えん堤の配置
・既設砂防えん堤のｽﾘｯﾄ化

効　　果

・適正な量と質の土砂の下流への供給
・自然な河川環境の再生

ダム

呑口

吐口

水路トンネル

NPO等と一体的に山腹工整備



まちづくり事業と一体となった河川整備を実施
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県
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岡
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事業着手前事業着手前事業着手前事業着手前 事業完成後事業完成後事業完成後事業完成後

事業着手前事業着手前事業着手前事業着手前 事業完成後事業完成後事業完成後事業完成後



まちづくりを支援するスーパー堤防
～小松川地区スーパー堤防（荒川）～

整備前の状況

整備後の状況

１．水と緑にあふれたウォーターフロントの形成１．水と緑にあふれたウォーターフロントの形成１．水と緑にあふれたウォーターフロントの形成１．水と緑にあふれたウォーターフロントの形成
　　・眺望がひらけ川の水と緑に親しめます。　　・眺望がひらけ川の水と緑に親しめます。　　・眺望がひらけ川の水と緑に親しめます。　　・眺望がひらけ川の水と緑に親しめます。
　　　　 ・堤防の緩傾斜化等によりバリアフリーを推進。・堤防の緩傾斜化等によりバリアフリーを推進。・堤防の緩傾斜化等によりバリアフリーを推進。・堤防の緩傾斜化等によりバリアフリーを推進。
　　　　 ・水と緑が一体化した新しい空間が広がる街が・水と緑が一体化した新しい空間が広がる街が・水と緑が一体化した新しい空間が広がる街が・水と緑が一体化した新しい空間が広がる街が

　　　形成されます。　　　形成されます。　　　形成されます。　　　形成されます。

２．災害に強く、安全性の高いまちづくりの推進２．災害に強く、安全性の高いまちづくりの推進２．災害に強く、安全性の高いまちづくりの推進２．災害に強く、安全性の高いまちづくりの推進
　　・大洪水や地震などの自然災害に強く安全な街　　・大洪水や地震などの自然災害に強く安全な街　　・大洪水や地震などの自然災害に強く安全な街　　・大洪水や地震などの自然災害に強く安全な街
　　　に生まれ変わります。　　　に生まれ変わります。　　　に生まれ変わります。　　　に生まれ変わります。

スーパー堤防整備



沿川の施設と一体的に整備（ふるさとの川整備事業）

～島根県津和野川～

●ふるさとの川整備により
30年ぶりに花火大会が復
活した。

●新たな水辺が鷺舞など
伝統行事の舞台となって
いる。

ふるさとの川

事業前の状況

利用状況



河川と歴史文化

■祭り（小瀬川／ひな流し）祭り（小瀬川／ひな流し）祭り（小瀬川／ひな流し）祭り（小瀬川／ひな流し）

青線→赤線へ計画変更

■遺跡（北上川／平泉・柳之御所）遺跡（北上川／平泉・柳之御所）遺跡（北上川／平泉・柳之御所）遺跡（北上川／平泉・柳之御所）

■和歌（最上川）和歌（最上川）和歌（最上川）和歌（最上川）

・最上川 いまだ濁りて ながれたり 　　
　本合海に　舟帆をあげつ　 （斎藤茂吉） 　　
　 ・五月雨をあつめて早し最上川　　（芭蕉）

■祭り（堂島川／天神祭り）祭り（堂島川／天神祭り）祭り（堂島川／天神祭り）祭り（堂島川／天神祭り）
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宮ヶ瀬クリスマスみんなのつどい
平成12年 来訪者 32万人　

水の郷商店会 12店舗

地域とともに歩む宮ヶ瀬ダム地域とともに歩む宮ヶ瀬ダム

H10宮ヶ瀬湖満水
神奈川国体カヌー競技開催

H7湖畔園地一部オープン

H5 ウォーク大会開始

H62 クリスマスイベント開始

清川村観光客数の推移（万人）清川村観光客数の推移（万人）清川村観光客数の推移（万人）清川村観光客数の推移（万人）



○年間約１２０万人もの観光客が訪れる『立山黒部アルペンルート』に隣接し、体験学習型
観光のフィールドを提供、地域の観光振興に大きく寄与。

　　　立山の砂防を学ぶ　 　
【立山カルデラ砂防博物館】

自然にふれる 【水辺の楽校】 六九谷からカルデラを望む

トロッコで砂防の現場へ【見学会】

立山・黒部　　　　立山・黒部　　　　立山・黒部　　　　立山・黒部　　　　
　アルペンルート　アルペンルート　アルペンルート　アルペンルート
→→→→

◇平成１０年開館以来、２０万人が
来館

体験学習型観光の積極的支援
～立山の砂防とアルペンルートの例～



河川の利用・アウトドアスポーツの推進

■　従来の河川利用
に加えて、近年、自
然体験活動、アウト
ドア指向の高まりを
受けて、カヌーやラ
フティングなどによ
る河川の利用が増加。

■　カヌーポートや
階段護岸、スロープ
の整備など、安全か
つ便利に楽しめるよ
う、必要な河川整備
を実施。

カヌーポートラフティング

やな漁あゆ釣り



水辺の楽校プロジェクト

　小学校に近い河川等が身近な遊び場、教育の場となるように、体制及
び水辺の整備を実施します。

　河川管理者、地方公共団体、教育関係者、市民団体等から構成される
推進協議会を設置し、地域が一体となって、子どもたちと水辺の関係を
考え、地域の特色を生かした取り組みを行います。

　河川整備が必要な場合は、自然の状態を極力残しながら瀬や淵、せせ
らぎ、ワンド等の自然環境を保全・復元するとともに、子どもたちが安全
に自然に出会えるよう河岸等へのアクセス性の改善（堤防の緩傾斜化、
水辺に近づける河岸整備）、遊歩道の整備等を行います。

　平成１３年度末現在、全国で２１３箇所が登録されており、各地の小学
校等で地域の特色を活かした様々な取り組みが展開されています。

小学校

堤防の緩傾斜化

ワンド

水辺に近づける河岸整備

遊歩道の整備

河川管理者、地方公共団体、
教育関係者、市民団体等の
体制整備

水辺の楽校のイメージ図
東京都日野市（多摩川水系浅川）

東京都狛江市（多摩川）



　川は貴重な自然体験の場であり、子ど
もの感性を磨き、子どもたちの想像力を
養う最適の場でもあります。
　このホームページは、そのような川を
活かした環境学習を支援するさまざまな
情報を提供するホームページです。

http://www.kawamanabi.river.go.jphttp://www.kawamanabi.river.go.jp
Menu

川を活かした環境教育学習を支援するホームページを作成



水生生物調査への地域住民、児童・学生の参加について
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88,690人人人人

調査風景

川の中にはさまざまな川の中にはさまざまな川の中にはさまざまな川の中にはさまざまな
生きものがすんでいる生きものがすんでいる生きものがすんでいる生きものがすんでいる

川の中にはさまざまな川の中にはさまざまな川の中にはさまざまな川の中にはさまざまな
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生きものは過去からの生きものは過去からの生きものは過去からの生きものは過去からの
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生きものは過去からの生きものは過去からの生きものは過去からの生きものは過去からの
水質の状況を反映している水質の状況を反映している水質の状況を反映している水質の状況を反映している
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その場所の水質の程度をその場所の水質の程度をその場所の水質の程度をその場所の水質の程度を
知ることができる知ることができる知ることができる知ることができる
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水生生物調査とは？



川や水に関する活動を行っている
市民団体等の年別設立団体数の推移
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資料： （社）日本河川協会調べ



安全に川に親しむための指導者育成
～「川に学ぶ体験活動協議会（RAC）」の設立～

■　全国各地の川で活動する
　NPO法人や市民団体で構成
　される「川に学ぶ体験活動
　協議会（RAC）」において、
　川で安全に楽しむため以下
　の施策を推進。

◇　レジャーやスポーツなど、
　川での体験活動を推進する
　ための普及啓発活動の実施

◇　川で楽しく安全に遊ぶた
　めのツアーガイドなどの指
　導者の育成 ■　RACの活動概要



川に学ぶ体験活動協議会の活動事例

１日普及講座・指導者育成講座の開催

指導者育成講座

（エコロジー研究会ひろしま）

１日普及講座

（NPO法人　空堀川に清流を取戻す会）

川での体験活動を支援・推進することを目標に、各地の市民団体等と
連携して講座を開催

　・１日普及講座　　：川に親しむための基礎講座　　　　　　　　　　　　　
　・指導者育成講座：楽しく安全に遊ぶための指導者の育成



霞ヶ浦・アサザプロジェクト
～流域産業を巻き込んだ市民型環境管理・再生事業～

活動状況
流域内の小学校約9割に相当する１２１校、約4万人の生徒が

「アサザの里親」として参加し、アサザを植栽して湖岸を再生。

◇アサザが植栽された湖岸には優先的に波浪から
　 湖岸を守る消波工を設置。

◇事務所屋上を開放し、小学校と共同でアサザの
　苗を栽培。

（アサザの植付け）

霞ヶ浦のアサザ

（間伐材や粗朶を活用した消波工）

連携内容

（霞ヶ浦の湖岸を襲う波浪）



ＮＰＯ等と一体となった山腹工、砂防樹林帯の整備

ＮＰＯや市民団体と積極的に連携しながら、砂防樹林帯や山腹工の整備を実施する。

●大畑沢緑の砂防ゾーン（栃木県足尾町）
　（植樹場所全景）　　　　

苗木等の手渡し

「足尾に緑を育てる
会」（NPO法人）の

自発的な活動で毎
年植樹を実施し、６

年目となる

小学生による体験
植樹状況

渡良瀬川工事事務所

出催（足尾に緑を育
てる会がサポート）し、
修学旅行や体験学習

を受け入れ


